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組合員とともに五島農業・地域の未来を拓く
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〒853-0041　長崎県五島市籠淵町2450
TEL 0959（72）8211　FAX 0959（74）5266

〒857-4404　長崎県南松浦郡新上五島町青方郷355-7
TEL 0959（52）2417　FAX 0959（43）1955

事前相談受け付けております。 住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～19時（4月～9月）
　　　　　9時～18時30分（10月～3月）
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）
※土日限定バイキング　11時～15時
　料金　大人：1,200円　子ども：650円（小学生以下）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

ごとう農業協同組合
●ＪＡごとうNo.197　●発行／ごとう農業協同組合　編集／総務部企画管理課　〒853-0041　五島市籠淵町2450番地1　☎0959-72-6211
　　　　　　　　　  ●http://www.ja-goto.or.jp　　●印刷／（株）昭和堂
※本書の無断転写、複製、複写を一切禁じます。
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ごはんぢゃワンⒸ

　梅雨も明け、いよいよ夏本番といった日差しが照り付けております。暑い日が続きますので、農作業の
際は十分な熱中症対策をお願いします。
　さて、前月号の編集後記にフライングで書いてしまいましたが、食農教育の取材で各地区の小中学校の
取材をさせて頂きました。食農教育に限らず、フレミズ活動でも女性部活動でもそうですが、やはりこう
いったイベントの際は皆楽しそうにしており、気付くとこちらも笑顔になっています。その情景を伝えた
い！と意気込んでシャッターを切っているつもりなのですが、事務所に戻って写真を見返していると思う
ような写真が撮れておらずに肩を落とすことが多々あります。最近ではメディアへの顔出しは…という方
も多くなってきました。マスク越しでも、背中越しでもその場の雰囲気や感情が伝わるような写真を撮れ
るよう頑張っていきたいと思います。とはいえまだまだ未熟な為、できれば笑顔でこちらを向いて頂ける
と助かります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長瀧　俊一）

※４、５ページ掲載　食農教育活動のようす
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ＭVM商事向けかぼちゃの生産者が
取材を受けました！

富江トマト選果場作業員募集富江トマト選果場作業員募集
作業期間　９月中旬～６月中旬
作業場所　山手トマト選果場
　　　　　（富江ライスセンター横）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間 作業場所

3月～11月
3月～10月
12月～5月
12月～3月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

詳細は富江支店 営農経済課までお問い合わせください。
☎0959-86-2111
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第21回通常総代会開催

３年ぶりの通常開催となりました
　６月28日、ＪＡごとうでは五島市立中央公園市民体育館サブアリーナにおいて、第21回通
常総代会を開催しました。今年度は新型コロナウイルス発生以降初めての通常開催となり
ました。
　会の冒頭、家永嘉弘組合長は「ＪＡグループは十年後を見通した持続可能な農業・地域
共生の未来づくりへ向けて歩み出しました。当ＪＡにおきましても、各事業の中長期的な
目標を定め、自己改革を実践しながら、「農業者の所得増大」、「農業生産の拡大」、「地域の
活性化」の三つの実現に向けて、役職員一丸となって力強く取り組んで参りたいと思いま
す。」と挨拶しました。
　審議の結果、提出した議案は全て承認となりました。今後もＪＡごとうは、組合員や地
域の皆様の為に邁進して参ります。

第21回通常総代会議案第21回通常総代会議案
報 告 事 項 １

第１号議案 令和３年度事業報告及び剰余金処分案承認の件

第２号議案 第６次中期経営計画設定の件

第３号議案 令和４年度事業計画設定の件

第４号議案 固定資産取得・処分の件

第５号議案 令和４年度理事及び監事の報酬支給額決定の件

第６号議案 定款の一部変更の件

第７号議案 令和４年産米麦等のバラ検査及び抽出検査に関する権限委任の件

第８号議案 五島市地域づくり事業協同組合への加入に関する件

　令和３年度 貸借対照表、損益計算書及び注記表の内容並びに独立監査人の監査報告及び監事
の監査報告について

報 告 事 項 2

附 帯 決 議

「ＪＡバンク基本方針」の変更について

この総代会において決議された事項で、権利義務に関しない軽微な事項、字句の修正及び行政庁の指
示による修正は理事会に一任願います。

　令和３年度の事業報告内容をご説明し、ご承認をお願いいたしますことにあわせ、当期の未処分剰余金について法定
事項の所要の積立その他当組合定款に基づく積立金並びに配当として処分を行い、残余を繰り越すことのご承認をお
願いするものです。

　令和４年度から令和６年度の３ヶ年に係る「中期経営計画」設定のご承認をお願いするものです。

　令和４年度の「事業計画」のご承認をお願いするものです。
　ただし、年度途中において事業計画の変更が生じた場合でも、軽微な変更でかつ組合員に特別の負担を伴わない限り
においては、理事会に一任願います。

　管内農業の深耕と魅力のある事業展開を維持するために、自己資本の基準の維持と施設の有効活用を念頭に置きな
がら、固定資産の取得・改善等についてご承認をお願いするものです。
　ただし、具体的な取得・処分の時期及び金額については、理事会に一任願います。
　なお、年度途中において取得・処分計画に変更が生じた場合でも、軽微な変更でかつ組合員に特別の負担を伴わない
限りは、理事会に一任願います。

　役員の報酬については、昨年度の支給実績及び事業実績、経済情勢の変化等諸般の事情を踏まえ提案しております。
　理事の報酬は総額37,800千円以内とし、各理事の支給額及び支給方法については理事会に一任します。なお、理事は20
名であります。
　監事の報酬は総額9,580千円以内とし、各監事の支給額及び支給方法については監事の協議に一任します。なお、監事
は5名であります。

　以下の内容について、所要の整備を行うものです。
（1）リスク管理債権にかかる農協法施行規則改正に伴い、区分名が変更された。
（2）令和元年会社法整備法による農協法改正により、組合と役員等との間の補償契約及び役員賠償責任保険契約の内容
　の決定をする際には、理事会の決議によらなければならないこととされた。
（3）補償契約に基づく補償をした理事及び当該補償を受けた理事は、当該補償についての重要な事実を理事会に報告し
　なければならないこととされたため、規定の変更を行う。
　ただし、定款変更の認可申請に際し、法令その他行政庁の指示による定款の字句その他の事項についての修正加除は
理事会に一任願います。

　売渡し米麦等の検査に際し発生した刺米等の受領及び処理について、その取扱いに関する一切の権限を組合に委任
することをお願いするものです。

　当組合は、管内の人口減少や高齢化による担い手不足、職員減少による労働力不足に対応するために、若者の定着や
移住の促進等による地域づくり人材の確保を目的とした、「地域人口の急減に対処するための特定地域づくり事業の推
進に関する法律」に基づき設立された「五島市地域づくり事業協同組合」に加入することについて、ご承認をお願いする
ものです。
　同組合への加入と出資については、令和３年12月22日開催の理事会において承認を得ております。本来であれば、総
代会承認後に加入の手続きを進めることになりますが、当組合の職員減少に伴う労働力確保を進めるうえで緊急を要
する取り組みと判断し、本総代会で追認をお願いするものです。

第 21回通常総代会資料　正誤表
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訂　　正　　後 訂　　正　　前

組合長ごあいさつ
（２ページ）

～　（略）　～
　令和３年度決算におきましては、総事業利益は19億2,162万円と
なり、前年対比では約１億884万円減の94.6％大変厳しい結果とな
りました。税引前当期剰余金については、計画１億50万円に対し、
約950万円減の9,104万円の実績となりました。

～　（略）　～

～　（略）　～
　令和３年度決算におきましては、総事業利益は19億2,162万円と
なり、前年対比では約１億884万円減の94.6％大変厳しい結果とな
りました。当期剰余金については、計画１億50万円に対し、約950
万円減の9,104万円の実績となりました。

～　（略）　～

事業報告
１．組合の事業活動
の概況に関する事項

⑸　対処すべき
　重要な課題
（１６ページ）

令和４年度事業計画

10．施設事業
（１１７ページ）

部門 対処すべき課題 取組み内容と成果

Ⅱ　

畜　

産

・肉用牛増頭並
びに改良推進

畜産クラスター事業による賃貸牛舎建設
並びに各種家畜導入事業を活用した増頭
推進を生産者・関係機関・ＪＡが一体と
なって取り組んだ結果、今年度は微増
（120頭）ではあるが増頭に繋げること
ができ5,206頭になりました。

部門 対処すべき課題 取組み内容と成果

Ⅱ　

畜　

産

・肉用牛増頭並
びに改良推進

畜産クラスター事業による賃貸牛舎建設
並びに各種家畜導入事業を活用した増頭
推進を生産者・関係機関・ＪＡが一体と
なって取り組んだ結果、今年度は微増
（120頭）ではあるが増頭に繋げること
ができ5,086頭になりました。

項　　　目 ３年度実績 ４年度計画

家畜市場施設
収　益 61,663 14,132
費　用 14,591 19,994
差　引 47,072 ▲5,862

項　　　目 ３年度実績 ４年度計画

家畜市場施設
収　益 61,663 117,332
費　用 14,591 19,994
差　引 47,072 97,338
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食農教育活動 を行いました

富江地区
　小麦刈り

盈進小学校

奥浦地区
　イモ挿し

奥浦小学校

本山地区
　イモ挿し

本山小学校

　福江地区では奥浦小学校の全校生徒でイモ挿しを行いました。
既に一度体験している生徒が１年生を手伝いながら、皆楽しそうに作業を
行っていました。

　本山地区では本山小学校の２年生が、青年部・職員の指導の下、イモ
挿しを行いました。昨年は思うような収穫が出来なかった分、今年は皆、
挿し具合など丁寧に確認を行っていました。

魚目地区　田植え

魚目 小学校
５年生が田植えを行い
芽出しから収穫まで行
ており、今回定植した
収穫予定。泥にまみれ
も楽しそうに田植えを

　魚目小学校では
ました。もち米を
う活動予定となっ
もち米は10月頃の
ながらも、皆とて
行っていました。

三井楽地区
　イモ挿し

三井楽中学校

　富江地区の盈進小学校の５・６年生は、小麦の収穫を行いました。最初に
青年部の指導の下、鎌を使ってある程度収穫した後、コンバインを使っての
収穫を行いました。一人ずつ乗せてもらっての体験でしたが、我先にと順番
待ちに並んでいました。

　三井楽地区では三井楽中学校の全校生徒で、イモ挿しを畝を立てるところ
から行いました。青年部の指導をよく聞き、畝を上手に立て終えると、手際
よくイモの苗を挿していきました。
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親子教室としてパン作りを行いました
　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
は
六
月
十
日
、
十
一
日
の
二
日
間
、
部
会
活
動
の
一
環

と
し
て
、
親
子
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
親
子
教
室
は
、Ａ
コ
ー
プ
商
品
の
「
も
ち
も
ち
パ

ン
ミ
ッ
ク
ス
」
を
使
用
し
た
パ
ン
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
粉
を
こ
ね
た
後
、
思
い
思
い
の
形
に
成

型
し
て
い
き
ま
し
た
。
中
の
具
と
し
て
餡
子
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
職
員
手
作
り
の
カ
レ
ー
な
ど
様
々

な
材
料
が
用
意
さ
れ
、
皆
ど
ん
な
パ
ン
に
し
よ
う
か
悩
み
な
が
ら
も
、
楽
し
そ
う
に
作
業
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く
Ａ
コ
ー
プ
商
品
の
「
米
粉
入
り
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
」
を
使

用
し
て
メ
ロ
ン
パ
ン
も
作
成
し
ま
し
た
。
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
で
作
っ
た
生
地
を
薄
く
伸
ば

し
て
パ
ン
の
上
に
乗
せ
、
メ
ロ
ン
パ
ン
特
有
の
網
目
を
付
け
て
焼
く
だ
け
の
お
手
軽
メ
ロ
ン
パ
ン
。

チ
ョ
コ
チ
ッ
プ
な
ど
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
間
、
子
供
た
ち
は
ず
っ
と
笑
顔
で
、
い
い
体
験
と

な
り
ま
し
た
。

各支部で料理教室を開催しました
　ＪＡごとうの女性部は部会活動の一環として、料理教室を開催しました。今回調
理したのは「いただき」、「鶏と春野菜の黒酢炒め」、「豚しゃぶと新タマネギのナムル」、
「しらたきとキヌサヤのたらこ煮」、「アメリカンドッグ」、「ティラミス風プリン」の
６品。「いただき」は油揚げの中に米やその他の具材をいれた、いわゆる炊き込みご
飯のようなものです。
　女性部の皆さんは、さすがの手際でそれぞれの料理をあっという間に完成させて
いきました。出来上がった料理はコロナ対策のため、弁当箱に詰めて持ち帰りとい
う形となりました。

三井楽支部

フレッシュミズ部会活動女性部活動

大津支部

上五島支部西部支部
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Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
共
済
部
は
、
今
年
も
新
入
学
生
の
た
め
の
交
通
安
全
傘
を
、

五
島
市
と
上
五
島
町
の
教
育
委
員
会
に
寄
贈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
六
月
八
日
の
五
島
市
へ
の
贈
呈
式
で
は
、
組
合
長
が
挨
拶
と
し
て
、「
今
年

も
代
り
映
え
し
な
い
黄
色
の
傘
で
す
が
、
代
り
映
え
し
な
い
と
い
う
の
は
そ

れ
が
根
付
い
て
き
た
証
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ａ
ご

と
う
は
、
こ
の
黄
色
い
傘
を
通
じ
て
、
子
供
た
ち
の
安
全
を
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
今
回
寄
贈
し
た
傘
は
、
五
島
市
で
は
十
三
の
小
学
校
の
新
一
年
生
二
二
七

名
に
、
新
上
五
島
町
で
は
十
の
小
学
校
の
新
一
年
生
八
十
七
名
に
渡
さ
れ
、

子
供
た
ち
の
安
全
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

交
通
安
全
傘
を
贈
呈

上地区
春夏期電化ショー開催上地区
春夏期電化ショー開催

ご来場ありがとうございました
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令
和
四
年
度 

第
二
回
理
事
会

令
和
四
年
六
月
七
日
㈫
開
催

令
和
四
年
度 

第
三
回
理
事
会

令
和
四
年
六
月
二
十
八
日
㈫
開
催

議
案
事
項

1

議
案
事
項

1
報
告
事
項

2
報
告
事
項

2

年
金
友
の
会
役
員
総
会

会員の心の拠り所を目指して
　
六
月
二
十
一
日
、
年
金
友
の
会
の
役
員
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
会
の
冒
頭
で
は
、
平
田
耕
一
会

長
か
ら
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
、
金
融
問
題
、
物
価

問
題
等
の
諸
問
題
は
山
積
し
、
会
員
の
高
齢
化
に

よ
る
会
員
数
の
減
少
も
あ
る
中
で
、
今
後
ど
う
い
っ

た
活
動
を
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
、
し
っ
か

り
と
検
討
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
家
永
組
合
長
は
、「
世
界
情
勢
の
悪
化
に

よ
る
経
営
難
が
続
く
中
で
、
如
何
に
し
て
私
達
農

協
が
年
金
友
の
会
の
皆
様
の
心
の
拠
り
所
と
な
れ

る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
皆
様
の
サ
ポ
ー
ト
が

し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
な
組
織
で
い
れ
る
よ
う
努

力
し
て
参
り
ま
す
。」
と

述
べ
ま
し
た
。

　
会
は
、
令
和
三
年
度
の

事
業
経
過
及
び
決
算
報
告
、

令
和
四
年
度
の
活
動
計
画

及
び
予
算
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
日
程
及
び
開
催
要
領

に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ

れ
、
全
件
可
決
で
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

議
案
№
１
　
第
二
十
一
回
通
常
総
代
会
運
営
要
領
（
案
）
に
つ
い
て

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
２
　
総
代
会
招
集
及
び
通
知
内
容
並
び
に
総
代
会
参
考
書
類

決
定
の
件
に
つ
い
て
　
　
　
　※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
３
　
第
二
十
一
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案
に
つ
い
て

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
４
　
決
算
書
類
（
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処

分
案
、
注
記
表
及
び
事
業
報
告
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属

明
細
書
）
及
び
部
門
別
損
益
計
算
書
承
認
の
件

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
５
　
第
六
次
中
期
経
営
計
画
設
定
の
件

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
６
　
令
和
四
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
７
　
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
の
件※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
８
　
令
和
四
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
践

計
画
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
９
　
令
和
四
年
度
ク
ロ
ス
チ
ェ
ッ
ク
計
画
に
つ
い
て

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
10
　
令
和
四
年
度
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ
い
て

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
11
　
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て
　
　※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
12
　
後
継
者
育
成
対
策
積
立
金
取
崩
に
関
す
る
規
程
並
び
に

要
領
二
（
後
継
者
育
成
対
策
奨
学
金
貸
与
要
領
）
の
一

部
変
更
に
つ
い
て
　
　
　
　
　※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
13
　
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
更
新
に
つ
い
て

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
14
　
理
事
の
利
益
相
反
取
引
に
つ
い
て

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
事
項
　
そ
の
他

報
告
№
１
　
主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定
に
つ
い
て

報
告
№
２
　
産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
四
月
末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
３
　
令
和
四
年
四
月
末
食
肉
販
売
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
４
　
令
和
四
年
四
〜
六
月
期
県
内
家
畜
市
場
市
況
に
つ
い
て

報
告
№
５
　
第
十
二
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
大
会
　
五
島

地
区
代
表
牛
選
考
会
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
６
　
地
区
別
総
代
説
明
会
の
主
な
質
疑
・
回
答
に
つ
い
て

報
告
№
７
　
第
五
次
中
期
経
営
計
画
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
８
　
令
和
三
年
度
第
４
四
半
期
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
実
践
報
告
に
つ
い
て

報
告
№
９
　
令
和
三
年
度
第
４
四
半
期
苦
情
・
相
談
等
対
応
状
況
報

告
に
つ
い
て

報
告
№
10
　
令
和
三
年
度
第
４
四
半
期
自
主
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
11
　
反
社
会
的
勢
力
排
除
対
応
管
理
先
対
応
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
12
　
令
和
三
年
度
第
４
四
半
期
余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い

て

報
告
№
13
　
令
和
三
年
度
下
期
監
事
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
事
項
　
そ
の
他

議
案
№
１
　
行
政
庁
へ
提
出
す
る
業
務
報
告
書
及
び
連
結
業
務
報
告

書
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
２
　
令
和
四
年
度
各
理
事
及
び
各
監
事
の
報
酬
支
給
額
と
支

給
方
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
３
　
令
和
四
年
度
生
産
支
援
助
成
に
つ
い
て

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
事
項
　
そ
の
他

報
告
№
１
　
令
和
四
秋
肥
の
価
格
値
上
が
り
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て

報
告
事
項
　
そ
の
他

次
第

次
第
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。
会
の
冒
頭
で
は
、
平
田
耕
一
会

長
か
ら
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
、
金
融
問
題
、
物
価

問
題
等
の
諸
問
題
は
山
積
し
、
会
員
の
高
齢
化
に

よ
る
会
員
数
の
減
少
も
あ
る
中
で
、
今
後
ど
う
い
っ

た
活
動
を
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
、
し
っ
か

り
と
検
討
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
家
永
組
合
長
は
、「
世
界
情
勢
の
悪
化
に

よ
る
経
営
難
が
続
く
中
で
、
如
何
に
し
て
私
達
農

協
が
年
金
友
の
会
の
皆
様
の
心
の
拠
り
所
と
な
れ

る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
皆
様
の
サ
ポ
ー
ト
が

し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
な
組
織
で
い
れ
る
よ
う
努

力
し
て
参
り
ま
す
。」
と

述
べ
ま
し
た
。

　
会
は
、
令
和
三
年
度
の

事
業
経
過
及
び
決
算
報
告
、

令
和
四
年
度
の
活
動
計
画

及
び
予
算
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
日
程
及
び
開
催
要
領

に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ

れ
、
全
件
可
決
で
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

議
案
№
１
　
第
二
十
一
回
通
常
総
代
会
運
営
要
領
（
案
）
に
つ
い
て

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
２
　
総
代
会
招
集
及
び
通
知
内
容
並
び
に
総
代
会
参
考
書
類

決
定
の
件
に
つ
い
て
　
　
　
　※
可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
３
　
第
二
十
一
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案
に
つ
い
て

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
４
　
決
算
書
類
（
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処

分
案
、
注
記
表
及
び
事
業
報
告
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属

明
細
書
）
及
び
部
門
別
損
益
計
算
書
承
認
の
件

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
５
　
第
六
次
中
期
経
営
計
画
設
定
の
件

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
６
　
令
和
四
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
７
　
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
の
件※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
８
　
令
和
四
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
践

計
画
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
９
　
令
和
四
年
度
ク
ロ
ス
チ
ェ
ッ
ク
計
画
に
つ
い
て

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
10
　
令
和
四
年
度
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ
い
て

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
11
　
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て
　
　※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
12
　
後
継
者
育
成
対
策
積
立
金
取
崩
に
関
す
る
規
程
並
び
に

要
領
二
（
後
継
者
育
成
対
策
奨
学
金
貸
与
要
領
）
の
一

部
変
更
に
つ
い
て
　
　
　
　
　※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
13
　
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
更
新
に
つ
い
て

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
14
　
理
事
の
利
益
相
反
取
引
に
つ
い
て

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
事
項
　
そ
の
他

報
告
№
１
　
主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定
に
つ
い
て

報
告
№
２
　
産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
四
月
末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
３
　
令
和
四
年
四
月
末
食
肉
販
売
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
４
　
令
和
四
年
四
〜
六
月
期
県
内
家
畜
市
場
市
況
に
つ
い
て

報
告
№
５
　
第
十
二
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
大
会
　
五
島

地
区
代
表
牛
選
考
会
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
６
　
地
区
別
総
代
説
明
会
の
主
な
質
疑
・
回
答
に
つ
い
て

報
告
№
７
　
第
五
次
中
期
経
営
計
画
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
８
　
令
和
三
年
度
第
４
四
半
期
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
実
践
報
告
に
つ
い
て

報
告
№
９
　
令
和
三
年
度
第
４
四
半
期
苦
情
・
相
談
等
対
応
状
況
報

告
に
つ
い
て

報
告
№
10
　
令
和
三
年
度
第
４
四
半
期
自
主
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
11
　
反
社
会
的
勢
力
排
除
対
応
管
理
先
対
応
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
12
　
令
和
三
年
度
第
４
四
半
期
余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い

て

報
告
№
13
　
令
和
三
年
度
下
期
監
事
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
事
項
　
そ
の
他

議
案
№
１
　
行
政
庁
へ
提
出
す
る
業
務
報
告
書
及
び
連
結
業
務
報
告

書
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　※
可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
２
　
令
和
四
年
度
各
理
事
及
び
各
監
事
の
報
酬
支
給
額
と
支

給
方
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　※
可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
３
　
令
和
四
年
度
生
産
支
援
助
成
に
つ
い
て

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
事
項
　
そ
の
他

報
告
№
１
　
令
和
四
秋
肥
の
価
格
値
上
が
り
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て

報
告
事
項
　
そ
の
他

次
第

次
第

ごとう 10ごとう11
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組合員とともに五島農業・地域の未来を拓く
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休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

ごとう農業協同組合
●ＪＡごとうNo.197　●発行／ごとう農業協同組合　編集／総務部企画管理課　〒853-0041　五島市籠淵町2450番地1　☎0959-72-6211
　　　　　　　　　  ●http://www.ja-goto.or.jp　　●印刷／（株）昭和堂
※本書の無断転写、複製、複写を一切禁じます。

編 集
後 記

ごはんぢゃワンⒸ

　梅雨も明け、いよいよ夏本番といった日差しが照り付けております。暑い日が続きますので、農作業の
際は十分な熱中症対策をお願いします。
　さて、前月号の編集後記にフライングで書いてしまいましたが、食農教育の取材で各地区の小中学校の
取材をさせて頂きました。食農教育に限らず、フレミズ活動でも女性部活動でもそうですが、やはりこう
いったイベントの際は皆楽しそうにしており、気付くとこちらも笑顔になっています。その情景を伝えた
い！と意気込んでシャッターを切っているつもりなのですが、事務所に戻って写真を見返していると思う
ような写真が撮れておらずに肩を落とすことが多々あります。最近ではメディアへの顔出しは…という方
も多くなってきました。マスク越しでも、背中越しでもその場の雰囲気や感情が伝わるような写真を撮れ
るよう頑張っていきたいと思います。とはいえまだまだ未熟な為、できれば笑顔でこちらを向いて頂ける
と助かります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長瀧　俊一）

※４、５ページ掲載　食農教育活動のようす

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
管
内
の
Ｍ
Ｖ
Ｍ
商
事
向
け
か
ぼ

ち
ゃ
の
収
穫
の
よ
う
す
が
テ
レ
ビ
取
材
を
受
け

ま
し
た
。
今
回
取
材
を
受
け
た
の
は
野
崎
文
善

さ
ん
の
圃
場
。
取
材
は
六
月
八
日
に
行
わ
れ
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
始
め
と
し
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｂ
、
Ｋ
Ｔ
Ｎ
、

Ｎ
Ｂ
Ｃ
な
ど
の
民
放
放
送
局
や
、
地
元
ケ
ー
ブ

ル
放
送
の
五
島
テ
レ
ビ
、
紙
面
で
は
長
崎
新
聞

な
ど
が
取
材
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
取
材
を
受

け
た
野
崎
さ
ん
は
、
今
回
初
め
て
生
産
を
行
っ

て
お
り
、
少
し
照
れ
く
さ
そ
う
に
し
な
が
ら

も
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
生
産
に
か
け
る
思
い
や
、
今

後
の
目
標
な
ど
を
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
ま
し

た
。

ＭVM商事向けかぼちゃの生産者が
取材を受けました！

富江トマト選果場作業員募集富江トマト選果場作業員募集
作業期間　９月中旬～６月中旬
作業場所　山手トマト選果場
　　　　　（富江ライスセンター横）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間 作業場所

3月～11月
3月～10月
12月～5月
12月～3月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

詳細は富江支店 営農経済課までお問い合わせください。
☎0959-86-2111
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